
                                                   

                                                    

                                                   

                                                    

                                                 

                  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月の行事予定              

11日(金) 薬物乱用防止教室 
   15日(金) 三者懇談会 (12/18,19,20) 
   21日(木) 給食終了 
  22日(金) 終業式 
   23日(土) 冬季休業開始 

寝屋川二中・学校だより 

池田の里 
寝屋川市立第二中学校 
令和５年度１１月号 
令和５年１０月２７日(金)発行 

校 長  清  水 通  生 

 「お互いを信じあう力」  
 
今回は、再び返り咲くことを愚直なまでにまっすぐ夢見て、奇跡を起こしたひとりのバスケ少年の

紹介をします。 

中学時代に県選抜選手に選ばれるほどの選手であった田中正幸さん。山梨県のバスケットボール

名門校である日川高校に推薦での入学が決まっていました。期待の選手であった彼は、入学式前の春

休みから部活動の練習に参加をしていましたが、ある日、部活動の練習中に突然倒れて動かなくなっ

てしまいました。すぐに病院に運ばれましたが、脳に大きな病気が見つかったのです。生死の境をさ

まよい、長い間眠り続けました。一命はとりとめたものの、右半身不随となってしまい、もう大好き

なバスケをするのは無理だと宣告されました。 

バスケが大好きで仕方なかった田中さんはどうしたと思いますか？初めて外出許可が出た日、訪

れたのは日川高校の体育館でした。もう二度とプレイすることができないと言われたバスケ。それで

も彼は決して諦めませんでした。バスケ部を辞めず、必ずもう一度コートに戻ることを決意してリハ

ビリに励みました。体が動かない代わりに大きな声を出してチームを盛り上げ、さらには下級生がす

る雑用もすすんでこなしていきました。また、優秀な選手だった彼は上手に後輩に助言をしました。

引退まで一日も休まずに、時間を見つけては自由に動く左手でシュート練習を続けました。 

引退が近づくインターハイ予選。彼の頑張りを知っていた監督が部員に提案します。『彼を試合に

出してやりたい。』高校最後のインターハイがかかっている大切な試合でしたが、部員はみな、彼の

努力を認め、試合に出ることを承認してくれました。 

彼が出場するには、30 点差をつけることが必要でした。またシュートできるフォーメーションを

チーム一丸となって考え直しました。そして、全員で練習を積み重ねました。 

インターハイ予選当日、負ければ引退というプレッシャーのかかる場面、なかなか 30点差をつけ

られませんでしたが、徐々に全員が必死になって得点を重ねました。そして、試合時間が残り３分半

になったところで、点差は 90対 53。選手交代で田中君は出場したのです。練りに練ったフォーメー

ションはうまく機能し、田中君がフリーになったところで、ボールがパスされました。そして、田中

君が放った左手一本のシュートは、きれいにリングを通り、ネットを揺らしました。その瞬間、一番

喜んでいたのは他でもないチームメイトでした。三年間の中で、最初で最後のシュート。たった１本

のシュートでしたが、これまでの彼の努力が報われた瞬間でした。 

田中さんはその時のことをこう伝えてくれました。『チームメイトから、「大丈夫だよ。失敗しても

俺たちがカバーするよ」という声が心の支えになりました。』と…。そして、チームも 17回目のイン

ターハイ出場を手にしました。彼は一度も諦めませんでした。そのひたむきな姿は、いつしかチーム

のかけがえのない存在になっていました。 

では、チームメイトの心を動かしたものは何だったのでしょう。それは、自分の立てた目標に向か

ってひたむきに頑張り続ける田中さんの姿です。 

必死に頑張ること、努力することは決して恥ずかしいことではありません。むしろ目標に向けて努

力し続ける姿は、素晴らしいことであり、時に人の心を揺さぶり、人を動かします。みなさんも是非

とも夢や目標に向かって努力して、素敵な花を咲かせてください。 

 

双葉学園 寝屋川市立第二中学校 
校 長  清水 通生 

 部活動の主な成績                    
 
男子バスケットボール部   剣道部 

寝屋川市新人体育大会 第３位  北河内地区中体連剣道秋季大会 団体 第３位 
 
柔道部     柔道部 

秋季北河内柔道大会    寝屋川市総合体育大会 

男子団体   優 勝   １年生女子個人の部 優 勝 

男子個人 50kg 級 優 勝   ３年生個人の部  準優勝 

男子個人 73kg 級 準優勝   ２年生個人の部  優 勝 

        準優勝 

 陸上部 

 寝屋川市新人体育大会陸上競技の部 男子 3000m 第３位 

 １１月の行事予定                   

  22日(木) 文化発表会 
13日(金) 双葉校区文化交流会 

1  7日(火) １・２年 教育相談日 (11/9,10,14) 
   19日(木) ３年 進路懇談会 (11/10,13,14) 
  15日(水) 避難訓練 
  17日(金) １年 車いすバスケット 
  21日(火) 期末テスト（11/22,24） 
  30日(木) ２年 ディベート D-1グランプリ 

オレンジリボン運動 

虐待防止 

11月は児童虐待防止月間です 

 10/1(土) 第 71回体育大会 スローガン『無我夢中』～ Everyone to the Top ～                               

天候にも恵まれ、無事に体育大会が開催されました。今年の縦割り団編成は、１組青団・２組赤団・
３組緑団・４組黄団に分かれ、総合得点を競いました。生徒応援席では学級旗を掲げ、力強い応援と拍
手が響いていました。曲のリズムに合わせてダンスする姿、最後まで全力で走り抜ける姿、クラスみん
なが一丸となって取り組む姿に感動しました。 


